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う
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リスク 中

リスク 低

リスク 高

+
①腹囲が男性 85㎝以上
　　　　女性 90㎝以上

①血糖が高い
②血圧が高い
③脂質が基準外
④喫煙習慣がある

年１回の健診で
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（日常生活に制限のない期間）

平均寿命と健康寿命の差

「健康日本 21（第２次）の推進に関する参考資料」より
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て
、
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そ
う

今
年
も
受
け
よ
う

特
定
健
診

今
年
も
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診
・
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す
。

体
の
状
態
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
い
機
会
で
す
。

受
け
そ
び
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
年
に
１
回
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

まず特定健診を受けます

【階層化のしかた】内臓脂肪が蓄積し、リスクが重なっている人を抽出します。

平成25年度から
「第２期」がスタート

　特定健診・保健指導は、平成 20年度からスタートした国の事業です。20～ 24年度で「第１期」
が終了し、25年度からは「第２期」がスタートします。第２期では、ヘモグロビンA1c の表記
が国際標準値に変わるなどの変更がありますが、基本的な流れは第１期と同じです。

② BMI※ が 25 以上

内臓脂肪をチェック リスクの重なりをチェック

健診結果をもとに階層化

※BMI ＝体重（kg）÷ 身長（m）2
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【対 象 者】	40 ～ 74 歳の被保険者と被扶養者
【必須項目】	１項目でも欠けると、特定健診を受けたことになりません。

必須項目は必ず受診してください。

【特定保健指導の実施方法】対象となった人には、当健保組合からご連絡します。保健師
などプロのサポートを受けて、生活習慣の改善に取り組みま
しょう。

初回面接
＋６ヵ月後の評価

対象となった人に特定保健指導を実施

初回面接＋３ヵ月以上の継続的支援
＋中間評価＋６ヵ月後の評価

動機づけ
支 援

積 極 的
支 援

●平均寿命と健康寿命の差


